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1 .助成金額 220，000円

2.テーマ

中国の継続看護教育に活用できる質的研究

3. 成果の概要 (100字程度)

中国の継続看護教育における質的研究活用の可能性を明らかにするために、 2病院で看護管理者への

インタビ、ユーと「中国の継続看護教育に活用できる質的研究」のテーマで講演を行い、意見交換を実施

した。とれらの結果から、継続看護教育への質的研究の段階的導入の必要性が明らかになった。

4.招鴨機闘

機関名:雪広明哩ザ医院、②上海交通大学附伊代表者名:笠塑旦切務職名:金曹長、倍長

所在地:⑨型喧堕唾竺竺三jE上海市宜山路600号

5.滞在日程概要(日付、主な旅程・行事等)

2007年7月12日(木)関西国際空港~広州病院関係者と会食

7月13日(金)広州市赤十字病院講演・意見交換、看護部長インタビュー

7月14日(土)広州市赤十字病院副看護部長インタビュー、広州~上海

7月15日(日)上海交通大学附属第六人民病院、教育担当師長インタビュー

7月16日(月)上海交通大学附属第六人民病院、講演・意見交換、看護部長インタビュー
上海~広州

7月17日(火)広州~関西国際空港
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要旨

一日中医学協会助成事業ー

中国の継続看護教育に活用できる質的研究

研究者氏名

所属機関

グレッグ美鈴

神戸市看護大学教授

中国の高齢棄看護教育(特に病院における現任教育)の現状を把握し、その教育においてどのように質的研究が

活用できるかを明らかにすることを目的とした。 2病院での看護管理者へのインタビューと、「中国の品断寵看護

教育に活用できる質的研究lの講演を現任教育の一環として実施し、講演への反応を把握しデータとした。その

結果、中国の現任教育のシステム併断境教育活動の受講証明による単位制)は、日本より整備されているが、大

判完の教育においても量守研究が中心に教えられており、病院の看護管理者(看護部長、副看護部長レベノレ)に

とっても質的研究は未知な領域て'あることが明らかとなった。しかし都市の対青院では、これまでに質的研究の

講演を車断莞教育として実施したこともあり、地域格差は大きしL現任教育レベルでの質的研究の実施には、更な

る教育が必要であるが、看護研究錦町こついての関心は高く、質的研究を継続看護教育として実施する素地は育

っていると考えられる。継続看護教育への質的研究の段昨噌句導入の必要性が明らかとなった。

Key Words 継続看護教育，現任教育，質的研究，臨床看護研究

緒言:

日本においては、人間の経験を瑚平し得る質的研究の重劃白5看護の中で認識され始め、継績藷護教育の中で

も活発に活用されている。日本と中国は、看護協会が連携して、学術薬会を開催するなどの協力関係にあり、中

国の継続看護教育への質的研究の可能性をさぐることは、両国にとって、究極的には看護の質の向上につながる

と考えられる。本研究の目的は、中国の紺縮看護教育に、どのように質的研究が活用できるかを明らかにするこ

とである。

対象と方法:

1.A病院の看護部長、高l屠護部長およびB病院の教育担当師長、病棟師長を対象に、継続看護教育の現状、お

よひ瞳床における看護研究の現状についてインタビ、ューを行った。

2. A・B病院における現任教育の場で、「中国の継続審葺教育に活用できる質的研究jの講演を行い、参加者

との意見交換を行った。

3.上記1、2における発言内容を、高齢売看護教育の現伏、臨床看護研究の現状、質的研究の現伏に分けて分析

し丸

(A病院は病床数が約6∞床、 B病院l詩句 1，7∞床である。研修参加者は、 A病院が約80名、 B病院が約 150

名であった。)

結果:

1. 継続看護教育の現伏

中国における看護学教育の課題は、人口の埠訪日と高齢化に伴う社会のニーズに対応するために、看護師の数と

質を確保することである。高等教育での看護学教育も働噸向にあるが、全体の看護師数からみると、少数に過

ぎなし冶そこで、基礎教育卒業後の継続看護教育が重要となる。中国では、 1993年に制定された「中華人民共

和国護士管理弁法Jを基盤として、「護士管理施行規則jが定められ、免許制度、昇進制度と継続教育を組み合
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わせて、看護師の能力向上のためのシステムを導入している。高齢売春護教育活動として、学会、講演会、講習、

研修への参加、論文発表などの活動が単位として記載された個人カードが作られている。 l年で最低25単位を

取得することが要求される (A病院・副看護部長)。

この鰍亮看護教育制度については、次のような意見もあった (B病院・病棟師長)0r単位取得を気にかけなが
ら学習しなければならない状況に対して、これで本当に看護実践能力を向上させられるのか、忙しい日常の佐事

とのバランスをどのように取れば良いのカ悩む。看護師不足の中、研修などで学ぶことに時間を使うよりも、も

っとベッドサイドで患者ケアをする方が重要なのではないかと思うこともある。今の継続看護教育制度で良いの

だろうか。j

2. 臨床看護研究の現伏

中国で行われている臨床看護研究は、研究数そのものも多くはないが、それらのほぼ全てが島守研究である。

また、これらの量的研究も複雑なデザインではなく、統計も単斜諜計などの記述統計を中心としたものが多い現

状にある (B病院・看護部長)。

A病院の研修参加者で、臨床看護研究を期面したことのあるものは1名のみであった。一方、 B病院では、 10

年くらい前から病院は看護師に研究をするように勧めており、複数の看護師カ湖究発表を行っている。しかしB

病院においても、研究指導者を得ることが難しく、大学卒業の看護師は、個人的に大学教員に指導を求めている

(B病院・教育担当師長)。

講演は、質的研究を用いた組編看護教育に関するものであったが、研修参加者からは、研究全般に関連する質

問泊された。例えば、質問紙を用いた封切牙究のための尺度開発に関する内容である。他の国の調査で使われ

た質問紙を翻訳して、自分の国で用いることは問題がないか、もし自分の国で使用する場合、どのようなことに

注意をすべきかについて質問があった。

3. 質的研究の現伏

両病院とも質的研究について、詳しく知っている人はいなかった。質的研究を用いた論文を読んだことがある

人もいなかった。日本では、グラウンデッド・セオリー、現象学、エスノグラフィー、質的記述的研究などが看

護の中でしばしば使われているが、これらの名前を聞いたことがある人も皆無であった。 B病院では、過去に1

度、質的研究の概要の講義を現任教育として実施したことがあるとのことであったが、具体的手法や研究ではな

く、最句研究との違いなどに焦点が当てられていた (B病院・教育師長)。

香港の修士課程で学んでいるA病院の副看護部長は、研究方法として学んでいるのは全て量句研究であり、質

的研究については学ばないと話していた。統計学を用いた仮説検証型の研究が主であり、疫学研究で使用される

無作為割付臨床誤験、コホート研究、症例対象研究などの研究デザインに基づく学習を、看護のみではなく保健・

医療関係を専攻する学生と学んでいるとのことであった。

A病院では、質的研究の講演後、全く新しい知識を得え、質的研究の重要性が醜平できたと述べられていた (A

病院・看護部長)。講演では、「主観を排除し、どのように客観的分析をするのかJ、「質自矧究の基礎となる学聞

は何か~ (A病院・研修参加者)、「どのような理論が活用できるかJ、「質的研究の弱点をどう補うかJ、「インタ

ビューでデータ収集をする場合に、どのようにして真実を話しているとわかるのか'J(B病院・研修参加者)な

どの基本的質問の他、「日常の看護の多くを、医学的知識の低いへノレパーに委ねて、看護師不足を補っている状

態であり、節矧究を役立てる方法が知りたい」という質問も出された。

考察:

中国では、看護師登録の有効期間は2年であり、看護師として住事を継続しようとする場合には、 2年ごとの

再登録が必要となる。この免許更新時には、継続看護教育活動の実績を記載した個人カードの提出が求められる。

このような継続看護教育システムについては、日本より進んでいると考えられる。しかし、継続看護教育の内容
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としては、講習や側室など受身の学習が多川鰍語看護教育に積樹切こ臨床看護研究を導入する必要性は、中国

看護協会も認め、日本看護協会との共催で、日中看護学会が継続して開雀されている。

今回、インタビューや講演を実施した2病院では、臨床看護研究に対する取り組みに大きな違いがみられた。

都市部にある大病院では、病院が看護研究を推進しており、日本の事情に近いが、問題も日本に類似している。

つまり臨床看護研究を指導する人材の不足である。中国も日本も、看護管理者(病棟師長レベノレ)に、臨床看護

研究を学んだ者、あるいは臨床看護研究を実施した経験がある者が少なく、スタッフに指導ができない状況があ

る。今回、インタビューを実施したA病院の副看護部長は、政府の資金援助により、副看護部長の籍を置いたま

まフルタイムの修士課程の学生として学んでいた。このような努力が今後、臨床看護研究の指導者を育成してい

くことになると考えられる。しかし郡部にある中規模病院では、看護部の関心は、看護師数の不足に向いており、

臨床看護研究による実践の向上というよりも、まずベッドサイドでのケアをへノレパ一任せにするので、はなく、看

護師によって必要なケアを実施したいとし、う状況であった。

それぞれの病院の事情を考慮しながら、臨床看護研究そのものについて学右犠会を、細莞看護教育として準備

することが必要である。中国の看護研究の現状として、研究論文の構成要素に基づかない報告が多く、実践の中

で何らかの効果を得ている実感を持っているにも関わらず、その効果が研知句に証明されていないものがほとん

どであり、看護研究に関する教育の体系化が必要であると指摘されている。

看護師数の不足が最大の関心事である病院においても、臨床看護研究を実施オることによる看護実践の向上は

必要不可欠であり、継続看護教育として取り組むことが望まれる。この場合、単発的な講義ではなく、臨床看護

研究の基礎から実際までが理解できるようなシリーズとしての教育計画が重要である。また臨床看護研究は、講

義を受けただけで実指することは困難であり、指導者を育成する際も、実際に研究に取り組むことが必要である。

そのためにも、大学との共同研究が望まれる。今回、訪問した2病院では、大学との共同で臨床看護研究はなさ

れておらず、今後、そのルートの開発が必要であろう。

質的研究においては、臨床看護研究を行ったことがある看護師のいる病院においても、実施されていない状況

であった。中国の看護職の免許を規定する「中華人民共和国護士管理方法Jの法律に定められた看護師の具備句

業務は、次のとおりである。「看護師は医師の指示を正確に施行し、患者のIr;身の状態を正確に把握し、患者に

対して科学的な看護処置を行う。緊急の場合は速やかに医師に知らせ、ともに救急招置にあたる。医師が不在の

場合は、看護師が正確に判断して救急処置を行う。J(第21条)

この法律にある看護師の業務のうち、「科学的な看護処置Jの表現が、実証主義的パラダイムの考え方と一致

し、臨床看護研究の多くが島台研究である状況を産んでいると考えられる。実際に日中看護学会での中国側の研

究発表に、質的研究はみられないことが報告されている (2∞l年9月の第7回日中看護学会)。今回は2病院の
臨緒の聞き取りで、あったが、看護研究の中で質的研究が実施されていない状況は、現在も大きく変わっていな

いことが推測される。しかし、講演後に活発な意見交換カ苛子われたことを考えると、質的研究への興味は高いと

言える。量的研究においても指導者が得られにくい状況にあることを考えると、より指導者の投創が重要となる

質的研究の実施は、スタッフレベル倒産続審葺教育の一環としては困難であることが予想される。まず師長レベ

ルの看護管理者を対象とした実施が現知句であると考えられる。

継義語音護教育における質的研究の重要性については、講演などの方法で理解が得られることは、今回の講演後

の反応でも明らかである。したがって、継続看護教育において質的研究を行うことが重要であることを、より多

くの看護師に瑚草してもらい、既に発表されている質的研究結果を臨床で活用することから開始する必要がある。

継続看護教育の中で、まず臨床看護研究についての教育を行うこと、次に質的研究の重要性の瑚平の上で、既

存の研究結果を臨床で活用すること、同時に病棟師長レベノレの看護管理者を対象として、質的研究を実施するた

めの教育を実施し、次いで大学教員との共同研究によって、質白守研究を実施するという段階的な導入が必要であ

る。
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